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特
集

特
集

BOPビジネスの可能性 

●
Ｂ
Ｏ
Ｐ
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

近
年
、
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
は
、
零
細
個
人
事
業
向
け
小
口
融
資
を

中
心
と
し
て
、
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
。
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
、
そ
れ
ま
で
融
資
の
対
象
と

見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
に
注
目
し
た
と
い

う
点
で
「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
き
が
け
」
と
称

す
る
人
も
い
る
。
現
在
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
機
関
は
世
界
中
で
約
一
万
機
関
あ
る
と
言
わ
れ
、

そ
の
市
場
規
模
は
三
〇
〇
億
ド
ル
、
一
〇
～
二
〇

年
後
の
市
場
規
模
は
二
五
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
億
ド

ル
に
達
す
る
、
と
の
見
方
も
あ
る
。
加
え
て
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

幅
も
、
従
来
の
小
口
融
資
だ
け
で
な
く
、
預
金
、

保
険
、目
的
別
の
積
み
立
て
や
ロ
ー
ン（
学
生
ロ
ー

ン
な
ど
）、
海
外
送
金
な
ど
に
広
が
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
の
成
長

性
に
は
機
関
投
資
家
も
注
目
し
て
お
り
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
投
資
ビ
ー
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
、

専
門
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
数
も
一
〇
〇
を
超
え
る
。

し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
提
供
す

る
融
資
は
、
一
般
に
銀
行
な
ど
商
業
金
融
機
関
よ

り
高
利
（
二
〇
〇
六
年
時
の
年
利
の
中
央
値
は
約

二
六
％
）
な
上
、
貸
出
上
限
が
低
い
（
数
万
円
～

数
十
万
円
程
度
が
中
心
）
こ
と
か
ら
、
途
上
国
の

個
人
起
業
家
が
中
小
企
業
へ
と
成
長
し
た
り
、
事

業
体
が
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
時
の
資
金
需
要
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
点
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
商
業
金
融
機
関
は
、

担
保
と
し
て
首
都
の
土
地
を
要
求
す
る
な
ど
、
大

企
業
向
け
の
融
資
し
か
行
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

中
小
レ
ベ
ル
で
社
会
性
の
高
い
事
業
を
行
っ
て
い

る
事
業
体
へ
の
投
資
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
図

１
）。

●
現
地
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス

多
国
籍
企
業
の
事
例
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
と
し
て
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
地
の
起
業
家
自
身
だ
。

欧
米
の
多
国
籍
企
業
が
、
こ
れ
ま
で
援
助
の
受
け

手
と
し
て
し
か
見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
途
上
国
の

人
々
の
潜
在
力
に
着
目
し
、
彼
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、

途
上
国
の
起
業
家
自
身
も
、
自
ら
の
資
源
と
可
能

性
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
活
用
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
従
来
Ｎ
Ｇ

Ｏ
や
海
外
か
ら
の
支
援
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
農

村
の
貧
困
、
女
性
の
自
立
な
ど
の
社
会
課
題
の
解

決
に
も
、
援
助
に
依
存
し
な
い
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
に
よ
る
方
法
で
取
り
組
む
起
業
家
が
増
え
て
い

る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
例
に
と
れ
ば
、
世
界
最

大
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
ラ
ッ
ク
（
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
や
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
で
有
名
な

グ
ラ
ミ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、
食
品
か
ら
Ｉ
Ｔ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
収
益
性
と
社
会
性
の
両
立
を
は
か
る
現

地
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
先
駆
的
な
事
例
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
現
地
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス

に
注
目
し
、
様
々
な
形
で
連
携
を
は
か
る
企
業
も

現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ミ
ン
フ
ォ
ン
や
、

グ
ラ
ミ
ン
ダ
ノ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
の
事

業
会
社
設
立
と
こ
う
し
た
事
業
に
対
し
て
積
極
的

な
投
資
を
行
う
商
社
や
金
融
機
関
の
存
在
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
事
例
―
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
の
萌
芽

現
地
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
一
九
九
八

年
か
ら
一
〇
年
間
の
間
に
、
平
均
九・
四
％
の
経

済
成
長
を
遂
げ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
、
現
地
発
の

企
業
が
力
を
つ
け
つ
つ
あ
る
。

今
年
四
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
国
際
会
議
が

開
か
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
勿
論
の
こ
と
、
近
隣

の
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
で
分
散
型
エ
ネ
ル

功
能
聡
子

Ｂ
Ｏ
Ｐ
と
社
会
的
投
資
の
可
能
性
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Ｎ
Ｎ
と
協
力
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
三
二
〇
〇

か
村
で
、
約
七
万
世
帯
の
小
規
模
農
家
の
生
産
性

と
収
入
向
上
を
達
成
し
て
き
た
。
Ｆ
Ｎ
Ｎ
傘
下
の

各
農
民
組
合
は
そ
れ
ぞ
れ
貯
蓄
グ
ル
ー
プ
を
持
っ

て
お
り
、
そ
の
数
五
〇
〇
〇
以
上
、
総
貯
蓄
額
は

一
六
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
の
ぼ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て

こ
の
自
己
資
金
は
、
組
合
の
自
立
的
な
活
動
と
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
、
さ
ら
に
生
産
者
が
、

組
合
を
と
お
し
て
市
場
と
つ
な
が
る
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。

現
在
、
セ
ダ
ッ
ク
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｎ
と
の
協
力
の
も

と
に
、
有
機
米
生
産
・
流
通
販
売
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
開
始
し
た
と
き
に
は
、
一
八

組
合
（
組
合
員
二
五
三
人
）
出
荷
量
一
〇
ト
ン
の

事
業
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
四
三
四
組

合
（
組
合
員
三
六
〇
〇
）
か
ら
、
一
三
八
〇
ト
ン

の
米
を
購
入
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
今
後
五
年

間
に
取
扱
量
を
一
〇
倍
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
農
民
組
合
か
ら
買
い
取
っ
た
米
は
、
精

米
さ
れ
、
国
内
、
海
外
の
市
場
へ
と
送
ら
れ
る
。

国
内
向
け
に
は
、
セ
ダ
ッ
ク
の
直
販
店
六
店
舗
の

他
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
へ
販
売
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
全

国
で
年
間
六
万
ト
ン
程
度
の
有
機
米
の
需
要
を
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
米
国
を
中

心
と
し
た
有
機
農
産
物
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
産
有
機
農
産
物
の
需
要
も
拡
大
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
輸
出
へ
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
セ
ダ
ッ
ク
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
を
独
立
さ
せ
、
後
述
す
る
オ
イ
コ

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ア
ル
ン
な
ど
、
社
会
的
投
資
機
関

の
資
金
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
は
か
ろ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
で
構
成
さ
れ
る
農

民
組
合
を
中
心
に
、
精
米
所
、
家
畜
飼
料
配
合
、

ル
ギ
ー
源
と
し
た
浄
水
装
置
を
村
毎
に
設
置
し
、

安
全
な
水
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
事
業
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を

使
っ
た
現
地
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
萌

芽
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
。

●
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
と
な
っ

た
農
民
組
合

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
人
口
の
七
割
が
農
業
に
従
事
す

る
農
業
国
で
あ
る
。
そ
の
大
半
を
家
族
経
営
の
小

規
模
農
家
が
占
め
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
「
年

間
所
得
三
〇
〇
〇 

ド
ル
（
地
域
購
買
力
平
価
）

以
下
の
低
所
得
層
」
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、
小
規
模
農
家
を
組

織
化
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
農
産
物
の
生
産
、

販
売
を
協
同
で
行
う
こ
と
に
よ
り
自
立
を
促
進
す

る
動
き
や
、
農
民
組
合
を
核
と
し
た
人
材
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
る
動
き
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
の
担
い
手
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
で
あ
る
小
規
模
農

民
自
身
が
組
織
す
る
組
合
と
、
そ
れ
を
支
え
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
る
（
図
２
）。

二
〇
〇
三
年
に
発
足
し
た
農
民
組
合
連
盟
、
農

民
と
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｆ
Ｎ
Ｎ
）
は
、

村
落
ベ
ー
ス
の
農
民
組
合
の
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
セ
ダ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｃ
）が
推
進
す
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
農
法（Sys-

tem
 of Rice Intensification; SRI

）
の
実
践

と
普
及
活
動
に
参
加
す
る
農
民
組
合
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
セ
ダ
ッ
ク
は
、

一
九
九
七
年
設
立
以
来
、
小
規
模
農
民
の
生
活
向

上
を
目
的
と
し
て
、
農
薬
、
化
学
肥
料
な
ど
の
外

部
資
源
の
投
入
を
抑
え
た
農
法
の
普
及
、
農
業
の

多
角
化
と
農
民
の
組
織
化
を
推
進
し
て
お
り
、
Ｆ

ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
、
省
庁
の

他
、
世
界
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、
英
国
国
際

開
発
省
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）、
途
上
国
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
特
化
し
た
投
資
会
社
、E

＋

Co.

な
ど
も
参
加
し
た
。

参
加
団
体
の
ひ
と
つ
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、

農
村
企
業
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
一
九
九
九
年

に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
農
村
電
化
の
遅

れ
（
電
化
率
二
〇
％
以
下
）

や
高
い
電
気
料
金
な
ど
電
力

サ
ー
ビ
ス
の
非
効
率
が
農
村

の
産
業
振
興
を
妨
げ
、
若
者

や
働
き
手
の
都
会
へ
の
流
出

を
招
き
、
農
村
の
経
済
発
展

を
妨
げ
て
い
る
と
の
考
え
に

基
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
組
合
を
設
立
し
、

州
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
た
。
五
年
前
よ
り
、

イ
ン
ド
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
の

ガ
ス
化
技
術
を
導
入
し
、
籾

ガ
ラ
を
利
用
し
た
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
（
例
：
精
米
工

場
で
既
存
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電

力
の
七
五
％
を
代
替
）
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
バ
イ
オ

マ
ス
・
ガ
ス
化
事
業
に
は
、

Ｓ
Ｍ
Ｅ
カ
ン
ボ
ジ
ア
とE

＋Co.

社
と
の
共
同
出
資
会

社
が
あ
た
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
改
良
ス

ト
ー
ブ
を
使
っ
た
や
し
砂
糖

の
生
産
や
、
太
陽
光
を
エ
ネ

図１　最もニーズがある中小企業レベル

商業金融機関

マイクロファイナンス機関

現存する主な資金提供者

個人・家族経営
小規模ビジネス

中小企業

大企業

アルンの
投資対象

商業金融機関にとっては小さすぎるがマイクロファイナンス機関にとっては大きすぎる
資金ニーズをもった中小企業に対する資金提供者が十分にいない
必要資金規模

中小企業向け資金提供者の不在
商業金融機関にとって
融資を行う手間が多い（＝コストがかかる）
中小企業の未整備な財務諸表、不十分な物的担保
高いモニタリング費用

マイクロファイナンス機関にとって
必要資金規模が大きい、融資期間が長い

（出所）ARUN�/�Social�Investment�Fund�for�Cambodia.
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る
。
ル
ー
ト
キ
ャ
ピ
タ
ル
自
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し

て
運
営
し
て
お
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
、
幅
広
い
企
業
、

団
体
、
個
人
か
ら
投
資
と
支
援
を
受
け
て
い
る
。

●
マ
イ
ク
ロ
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

以
上
は
融
資
を
中
心
と
し
た
社
会
的
投
資
を

行
っ
て
い
る
団
体
だ
が
、
最
近
、
マ
イ
ク
ロ
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
、
投
資
の
規
模

が
小
さ
く
、
必
ず
し
も
上
場
を
目
的
と
し
な
い
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。

代
表
的
な
マ
イ
ク
ロ
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
ひ
と
つ
に
、
イ
ン
ド
の
ア
ビ
シ
ュ
カ
ー
ル
が
あ

る
。
ア
ビ
シ
ュ
カ
ー
ル
は
二
〇
〇
一
年
に
設
立
さ

れ
、「
イ
ン
ド
の
最
底
辺
に
眠
る
起
業
家
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
解
き
放
ち
、
包
括
的
な
経
済
開
発
を

実
現
す
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
投
資

フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
。
投
資
対
象
は
、
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
処
理
、

保
健
、
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
分
野

の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
発
展
性
の
あ
る
事
業
を

行
う
農
村
地
域
の
起
業
家
に
対
し
て
リ
ス
ク
キ
ャ

ピ
タ
ル
を
供
給
し
、
起
業
家
を
育
て
る
金
融
シ
ス

テ
ム
構
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

ア
ビ
シ
ュ
カ
ー
ル
へ
の
資
金
提
供
先
の
ひ
と
つ

が
、
ス
イ
ス
に
本
部
を
持
ち
、
社
会
起
業
家
へ
の

投
資
に
特
化
し
た
国
際
的
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
、
バ

ン
ブ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
／
オ
ア
シ
ス
フ
ァ
ン
ド
で

あ
る
。
バ
ン
ブ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
投
資
で
有
名
な
ブ
ル
ー
オ
ー

チ
ャ
ー
ド
社
の
創
設
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
投
資
顧
問
会
社
で
あ
る
。「
革
新
的
で
、
商
業

融
資
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体
の
三
七
％
を
占
め

て
お
り
、
投
融
資
先
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
収
益

性
だ
け
で
な
く
社
会
性
を
重
視
し
た
独
自
の
基
準

を
設
け
、
他
の
団
体
が
扱
い
に
く
い
開
業
時
の
支

援
や
、
現
地
通
貨
に
よ
る
貸
出
な
ど
も
実
施
し
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
そ
の

社
会
的
意
義
を
認
め
、
投
資
家
へ
の
配
当
を
年
率

二
％
以
下
に
抑
え
る
と
い
う
条
件
で
法
人
税
の
納

税
を
免
除
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

オ
イ
コ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
他
に
も
、
社
会
的
な
リ

タ
ー
ン
を
、
経
済
的
な
リ
タ
ー
ン
と
同
様
に
重
視

す
る
新
し
い
金
融
活
動
が
世
界
的
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

米
国
に
本
部
を
持
つ
ル
ー
ト
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
注
目
し
た
社
会
的
投
資
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
ル
ー
ト
キ
ャ
ピ
タ
ル

は
、
南
米
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
生
産

者
が
、
十
分
な
運
転
資
金
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に

収
益
性
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
り
、
事
業
を
拡
大

で
き
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
、
元
ウ
オ
ー
ル
ス
ト

リ
ー
ト
の
金
融
マ
ン
が
二
〇
〇
〇
年
に
設
立
。
生

産
者
に
対
し
て
は
、
資
金
と
適
切
な
資
金
管
理
の

た
め
の
教
育
を
提
供
し
、
市
場
に
対
し
て
は
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
。
現
在

で
は
、
南
米
の
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ

カ
の
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
中
米
の
コ
コ
ア
、
イ
ン

ド
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
生
産
者
な
ど
、

三
〇
カ
国
、
二
〇
〇
の
事
業
体
に
対
し
て
、
総
額

一
億
ド
ル
の
融
資
を
実
施
。
九
九
％
と
い
う
高
い

回
収
率
を
誇
っ
て
い
る
。
社
会
的
投
資
を
行
う
際
、

投
資
リ
ス
ク
削
減
は
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
だ
が
、

ル
ー
ト
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
販

売
契
約
を
担
保
と
し
て
い
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ

養
豚
・
食
肉
販
売
、
小
売
店
、
情
報
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
ら
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
作
り
出
す
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

モ
デ
ル
に
も
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

●
世
界
の
社
会
的
投
資
機
関

こ
う
し
た
新
し
い
現
地
発
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス

が
か
か
え
る
問
題
の
ひ
と
つ
に
、
資
金
不
足
が
あ

る
。
地
域
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
未
整
備
な
ど
が
原

因
で
、
事
業
の
発
展
段
階
に
即
し
た
適
切
な
資
金

調
達
が
で
き
ず
、
事
業
展
開
を
阻
ま
れ
て
い
る
起

業
家
た
ち
も
多
い
。
そ
こ
で
、
現

地
で
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

よ
う
と
す
る
人
々
に
必
要
な
資
金

を
提
供
す
る
と
い
う
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
、
社
会
的
投
資
が
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
ま
だ
な
じ
み
の
な
い

「
社
会
的
投
資
」
だ
が
、
世
界
的

に
は
実
績
の
あ
る
団
体
が
存
在
す

る
。
た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
に
本

部
を
持
つ
オ
イ
コ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、

一
九
七
五
年
設
立
以
来
、
中
南
米

を
中
心
に
世
界
六
九
カ
国
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関
、
生
産

者
組
合
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体

な
ど
に
対
し
て
、
投
融
資
を
行
っ

て
い
る
。
一
団
体
あ
た
り
の
融
資

額
は
五
万
～
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、

七
五
七
事
業
に
対
し
て
融
資
し
て

お
り
、
資
本
残
高
は
三
億
七
五
〇

〇
万
ユ
ー
ロ
（
二
〇
〇
九
年
六
月

末
現
在
）。
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
機
関
以
外
の
事
業
体
へ
の
投

（出所）ARUN�/�Social�Investment�Fund�for�Cambodia.

図２　現地発のビジネス�―�有機米生産・流通販売事業
CEDACはFNNとの協力により、農業技術・農民組織・流通という3つの側面から革新的なアプローチを実現

3．流通の仕組みを作る
農家➡生産者組合／FNN➡CEDAC➡マーケット（国内、海外）➡消費者

１．生態系農業技術（SRI）の導入 ２．農民の共助組織（FNN）
⇒�70,000世帯の生産性が改善

System�of�Rice�Intensification�(SRI)

⇒�2,800か村（全村落の20％）
⇒�貯蓄グループ4,500
⇒�生産者組合790

SRI農法 慣行農法
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パ
ク
ト
を
い
か
に
測
り
、
評
価
す
る
か
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

取
り
組
み
な
が
ら
、
現
地
の
社
会
起
業
家
に
資
金

を
投
入
す
る
社
会
的
投
資
の
仕
組
み
は
、
日
々
進

化
し
て
い
る
。

（
こ
う
の　

さ
と
こ
／
ア
ル
ン
代
表
）
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で
生
ま
れ
る
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
。
第
二
に
、
投

資
先
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
新
し
い
社
会
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
の
社
会
的
イ
ン

パ
ク
ト
。
第
三
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る

こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
が
、
先
進
国
に
と
っ
て
新
し
い

価
値
を
も
た
ら
す
も
の
に
な
る
可
能
性
、
で
あ
る
。

貧
困
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
お
金
儲
け
を
し
、

現
地
に
何
も
残
さ
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、
現

地
の
起
業
家
と
等
目
線
で
事
業
に
取
り
組
み
、
現

地
の
人
材
育
成
や
経
営
改
善
に
貢
献
で
き
る
社
会

的
投
資
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
日
本
で
も
、
こ
の

よ
う
な
社
会
的
投
資
の
可
能
性
に
着
目
し
、
新
し

い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
動
き
が
あ
る
。
筆

者
の
か
か
わ
る
ア
ル
ン-Social Investm

ent 
Fund for Cam

bodia-

も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
（
図
３
）。
こ
こ
で
社
会
的
投
資
と
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
、
環
境
保
全
、
雇
用
促
進
な
ど
、

社
会
的
な
価
値
を
創
り
出
す
事
業
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
）
に
対
し
て
、
資
金
と
事
業
運
営
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
て
支
援
す
る
仕
組
み
の
こ
と

で
あ
り
、
寄
付
で
は
な
く
、
単
な
る
投
資
で
も
な

い
、
第
三
の
道
で
、
社
会
の
発
展
と
人
々
の
幸
せ

に
協
力
し
よ
う
、
と
い
う
新
し
い
仕
組
み
で
あ
る
。

社
会
的
投
資
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
、
途
上
国
の

貧
困
削
減
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
日
本
社
会
の

新
し
い
展
望
に
も
つ
な
が
る
は
ず
、
と
ア
ル
ン
は

考
え
て
い
る
。

Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
が
一
時
的
な
流
行
で
は
な
く
、

本
質
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
に
な
っ
て
い
く
に
は
、

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
参
加
型
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
促
進
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、

リ
タ
ー
ン
の
公
平
な
分
配
が
欠
か
せ
な
い
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
、
ま
た
投
資
の
効
果
と
し
て
社
会
的
イ
ン

的
に
も
成
功
可
能
な
事
業
で
、
社
会
課
題
解
決
効

果
と
経
済
的
な
リ
タ
ー
ン
を
生
み
出
す
事
業
を
支

援
」
を
う
た
い
、
社
会
的
投
資
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
つ
つ
、
よ
り
商
業
性
を
重
視
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
前
述
し
たE+Co.

社
の
よ
う

に
環
境
問
題
に
特
化
す
る
な
ど
、
特
徴
の
あ
る

フ
ァ
ン
ド
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

●�

Ｂ
Ｏ
Ｐ
を
支
え
る
社

会
的
投
資

現
地
発
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
企
業
は
、

途
上
国
の
農
村
地
域
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
商

品
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の
確

保
な
ど
の
強
み
を
持
っ
て
い
る
、

こ
れ
に
加
え
て
、
明
確
な
社
会

的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
社
会
課
題
解

決
効
果
へ
の
期
待
か
ら
、
今
後

ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
こ
と

だ
ろ
う
。

将
来
的
に
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
自
体
が
、
多
国
籍
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
参
入
か
ら
、
現
地
企

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
事

業
中
心
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
こ
う
し
た

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
対

し
て
、
資
金
や
経
営
支
援
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
事
業
を
成
功

へ
と
導
く
社
会
的
投
資
へ
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
社
会
的
投
資
に
は

三
つ
の
効
果
が
あ
る
。
第
一
に
、

先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
投
資

図３　社会的投資プラットフォームのコンセプト

（出所）ARUN�/�Social�Investment�Fund�for�Cambodia.
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